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〔児童一人当たり支給月額〕 （単位：円）　5年度末現在

対象 金額
0～3歳未満（一律） 15,000

3 歳～小学生
第 1子・第 2子 10,000
第 3子以降 15,000

中学生（一律） 10,000
所得制限超過（一律）  5,000
所得上限超過 支給されない

２　児童育成手当
　⑴　育成手当
　　  　父または母が死亡・離婚・未婚・行方不明等、

あるいは父または母に重度の障害があり、18歳
に達した年度の末日までの児童を養育する人に支
給している。ただし、児童が施設に入所している
場合は除く。

　　  　支給月額は児童 1人につき 13,500 円、5年度
末現在の支給児童数は 6,458 人である。

　⑵　障害手当
　　  　心身に一定程度の障害がある 20歳未満の者を

養育する保護者に支給している。支給月額は対象
者 1人につき 15,500 円、5年度末現在の支給対
象者数は 444 人である。

３　第3子誕生祝金
　今回出生した子どもを含めて 3人以上の 18歳に達
した年度の末日までの子どもと同居している保護者
で、第 3子以降の子どもの出生日の 1年以上前から
区内に居住し、祝金を受給した後引き続き1年以上、
第 3子等の子どもを含む子どもとともに区内に居住す
る意思がある人を対象に、子ども 1人につき 10万円
を支給している。5年度は 516 人に支給した。
４　児童扶養手当
　離婚や死亡、生死不明などで父または母がいない、
あるいは父または母に重度の障害があり、18歳に達
した年度の末日まで（心身に一定程度の障害がある人
は 20歳未満）の施設に入所していない児童の保護者
に支給している。
　支給月額は、受給者本人の所得が一定額以上のとき、
所得金額に応じて支給制限を受ける。
　児童 1人の場合の 5年度末現在の支給月額は、全
部支給は 44,140 円（一部支給は 44,130 円～10,410
円）、児童 2人の場合 10,420 円（一部支給は 10,410
円～5,210 円）加算、3人目以降は 1人につき 6,250
円（一部支給は 6,240 円～3,130 円）加算となる。5
年度末現在の支給児童数は 4,340 人である。
５　特別児童扶養手当
　重度の障害、または中度の障害がある 20歳未満の
施設に入所していない者の保護者に支給している。

　5年度末現在の支給月額は、1人につき重度障害児
は 53,700 円、中度障害児は 35,760 円、5年度末現
在の支給児童数は合わせて 595 人である。
６　子ども医療費助成

７　ひとり親家庭等医療費助成
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　小学校就学前までを対象に乳幼児医療証、小・中学
生を対象に小・中学生医療証、高校生年代まで（18
歳に達した年度の末日まで）の子どもには高校生等医
療証を交付して、健康保険が適用される診療等につい
て自己負担分および入院時食事療養標準負担額を助成
している。
　５年度末現在の対象人数は乳幼児医療証が 36,930
人、小・中学生医療証が 52,854 人、高校生等医療証
が17,253人、合計107,037人である。

　ひとり親家庭、父母ともにいない家庭、父または母に
重度の障害がある家庭を対象に医療証を交付し、健康
保険が適用される診療等について、保護者が支払う自
己負担分（高額療養費および入院時食事療養標準負担
額を除く）の全部または一部を助成している。5年度末
現在の対象人員は2,732 世帯、2,795人である。

場所づくり）事業」や「学校開放事業」等を行う PTA
や町会・自治会などの地域住民からなる団体で、地域
の特色を活かした企画・運営が行われている。
　平成 16 年度から順次設置を進め、23 年 3月末まで
に全小学校 65 校への設置を完了した。
　ひろば事業では、放課後帰宅せずに児童がそのまま、
校庭、図書室、体育館、ひろば室などで、自主遊びや
宿題、読書などをすることができる。

　〔6年度開始校〕
　豊玉南小／早宮小／光が丘四季の香小／大泉第四小
／大泉西小／南田中小／南が丘小
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13  子どもの居場所と成長環境の充実
【関連文書：「練馬区教育要覧」練馬区教育委員会】

（1）学童期の子どもの成長を支える

●学童クラブ
　学童クラブは、保護者の就労等により保育を必要と
する小学校に在籍する児童の健全育成を図る施設であ
る。5年度末現在、86の区立学童クラブを開設して
いる。
　内訳は、34学童クラブ（児童館・厚生文化会館・
地区区民館内 22、小学校内 5、単独 7）と 52ねりっ
こ学童クラブ（ねりっこ学童クラブの詳細は、本ペー
ジ「●練馬型放課後児童対策事業「ねりっこクラブ」」
を参照）となっている。

１　保育日
　月～土曜日（国民の祝日、12月 29日～1月 3日
を除く。）
２　保育時間
　⑴  　月～金曜日：放課後～午後 6時（夏休み等の

学校休業日は午前 9時～午後 6時）
　⑵　土曜日：午前 9時～午後 5時

●練馬型放課後児童対策事業「ねりっこクラブ」
　ねりっこクラブは、小学校の施設を活用して、「学
童クラブ」と「ひろば事業」のそれぞれの機能や特色
を維持しながら、事業運営を一体的に行うものであ
る。
　保育を必要とする児童を対象とした「ねりっこ学童
クラブ」と、実施校の児童なら誰でも利用できる「ね
りっこひろば」があり、児童の成長などに合わせて選
択することができる。
　平成 28年度から開始した事業で、5年度は新規に
7校実施し、52校となった。また、6年度は 7校開
始する。
　〔5年度開始校〕
　南町小／練馬第三小／石神井小／上石神井北小／関
町北小／大泉第二小／泉新小　

●放課後児童等の広場（民間学童保育）事業
　保護者の就労等により主に放課後の時間帯に保育を
必要とする児童が、年齢が異なっても仲間となって楽
しく遊び共に過ごすことで、豊かに育つための事業で
ある。
　株式会社、社会福祉法人、特定非営利活動法人その
他の団体が実施し、区の基準を満たしている場合に、
区が運営費等の一部を助成している。5年度末現在、

　また、児童のいない午前中などに乳幼児親子の交流
の場を提供している施設もある。

13施設で実施している。

３　障害児および医療的ケア児の受入れ
　心身に軽・中程度障害のある児童は、障害児優先受
入枠を設定し、受入れを行っている。５年４月１日現
在、80クラブに 241 人（うち、ねりっこ学童クラブ
では 47クラブに 129 人）の障害児が在籍している。
　また、医療的ケア（※）が必要な児童は、障害児優
先受入枠とは別に医療的ケア児優先受入枠を設定し、
受入れを行っている。５年４月１日現在、４クラブに
４人（うち、ねりっこ学童クラブでは１クラブに１
人）の医療的ケア児が在籍している。なお、自身で医
療行為を行う児童は人数に含んでいない。
　※：  医療的ケアとして、たん吸引、経管栄養、導尿、血糖値測

定・インシュリン注射に対応している。

●学校応援団

　　注： 5年度末現在、区立委託学童クラブ（14）およびねり
っこ学童クラブ（52）では、朝（午前8時から）と夕方
（午後7時まで）の延長保育を実施している。
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　「学校応援団」は、小学校の児童および地域のため
に学校施設を有効活用し、「ひろば（児童放課後等居

　また、一定の条件を満たした学童クラブでは、高学
年（小学校 4～6 年生）の受入れや、保育を必要とす
る日数（入会要件）を4週16日から4週12日に緩和し、
受入れを行っている。
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●児童館（室）
　18歳未満のすべての子どもを対象とし、学校や地
域と連携しながら子どもの自主活動や遊びを通じて子
どもの心身を育成し、情操豊かに育つよう援助するこ
とを目的としている。
　5年度末現在、児童館等の施設は児童館17館、厚
生文化会館児童室1室、地区区民館22館である。
　5年度は、1日平均で 1館（室）当たり 76人の児
童が利用した。

〔児童館（室）利用状況の推移〕 （単位：人）

 年度
館名 3 4 5

（児童館）
栄 町 20,835 24,715
中 村 43,586 44,816
平 和 台 26,621 26,525
北 町 は る の ひ 41,161 44,368
北 町 24,190 23,998
光 が 丘 41,433 44,093
光が丘なかよし 54,232 60,411
土 支 田 35,519 35,477
南 田 中 37,066 38,652
三 原 台 25,357 29,324
石 神 井 27,097 26,595
石 神 井 台 32,236 28,777
上 石 神 井 24,021 23,501
関 町 24,717 26,054
東 大 泉 29,709 32,133
西 大 泉 24,966 28,495
北 大 泉 19,278 22,205
（児童室）
厚 生 文 化 会 館 25,178 28,793
地 区 区 民 館 194,231 239,004

合　計 751,433 827,936

29,786
49,660
32,073
55,836
26,710
42,373
66,435
42,267
41,312
31,210
26,233
33,893
25,021
27,587
35,018
30,420
24,881

24,181
243,032
887,928

　児童館（室）では、図書室、工作室、音楽室や遊戯
室等を利用して、卓球、工作やダンス等の各種クラブ
活動や四季折々の行事を行っている。また、つぎのよ
うな事業も行っている。
１　乳幼児や保護者対象事業
　主に乳幼児とその保護者を対象として、リズム体
操、読み聞かせ、育児について語り合う集い等の事業
を、週１～３回、午前中に実施している。

　また、子育てに関する相談事業、子育てサークルの
支援、子育て情報の提供等、子育て支援の地域の拠点

として積極的な事業展開を行っている。
２　親子のふれあう場等提供事業
　幼児およびその保護者等のふれあいの場、小学生の
遊び場の提供を目的として、日曜・祝日の午前 9時
から午後 5時まで光が丘なかよし児童館の施設開放
を実施している。
３　中高生向け事業
　栄町・石神井・北大泉・土支田・北町はるのひ・中
村・南田中・北町・関町・石神井台・西大泉・三原台
の 12児童館では週 2～3回、光が丘なかよし・光が
丘・上石神井・平和台・東大泉の 5児童館では月～
土曜日に、「中高生の居場所づくり事業」として中高
生のための時間を設けている。通常の利用時間が午後
6時までのところ、実施日は中高生に限り午後 7時
（光が丘なかよし児童館は午後 8時）まで児童館で過
ごすことができる。
　中高生の居場所と自己実現の場として交流や音楽活
動のほか、飲食をしながら気軽に悩みを話したり相談
したりできる「中高生カフェ」を実施している。
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　５年度は、１館平均108 回の事業に延べ2,000人（１
館あたり）の乳幼児が参加した。さらに、乳幼児の保
護者を対象とした子育てに関する講演会等は１館あたり
年間平均 7回開催した。
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14  教育の質の向上
【関連文書：「練馬区教育要覧」練馬区教育委員会】

（1）小・中学校の教育内容を充実する

● ICTを活用した教育内容の充実

●  人権教育および豊かな心を育成する教育を推進する
ために

　全ての子どもが人権尊重の理念を正しく理解すると
ともに、人権尊重の精神を行動で示すことができるよ
う、人権教育を推進している。また、家庭や地域と連
携して、社会貢献の精神の育成を図っている。
　〔具体的な取組例〕
　・  教員で構成する人権教育推進委員会による研修の

充実
　　5年度　6回
　・  人権尊重教育推進校（5年度 南町小学校、開進

第二中学校）からの研究報告の実施
　　南町小学校：  東京都教育委員会人権尊重教育推進

校紙上発表の実施
　　開進第二中学校：  東京都教育委員会人権尊重教育

推進校研究発表の実施

●学校図書館の充実
　全区立小・中学校に導入した学校図書館蔵書管理シ
ステムにより適切な蔵書管理を行い、学校図書館の利
活用を推進している。また、学校図書館において、よ
り統一した対応を図るため、指定管理による学校図書
館支援員を順次業務委託による学校図書館管理員に切
り替え、４年度から一本化した。

●教育情報の発信
１　教育情報の収集と提供

　⑴ 

 

　適応指導教室用に作成した「３年進路授業資料」
を中学校全校に提供した。

　⑵  　各種の教育研究資料や教育図書等を収集し、教
職員が閲覧できるようにしている。（適応指導教
室の詳細は、105 ページ「2⑴適応指導教室」を
参照）

２　教科書展示会

３　保護者講演会
　5年度は、8講座 15回を実施し、延べ 295人が参
加した。

●確かな学力の定着・向上と主体的に学ぶことが
　できる子どもを育てる教育を推進するために
　社会の変化に主体的に対応し行動できる子どもの育
成を目指し、一人ひとりの個性を伸ばして、学ぶこと
の楽しさや達成感を体得できるよう教育の充実を図っ
ている。
１　一人ひとりの確かな学力の定着・向上を図る
　・学力向上支援講師を配置
　　5年度　小学校 65校、中学校 21校（年度末時点）
　・  習熟度別指導や個に応じた指導を充実するために

教員の加配を実施
　　5年度　小学校 65校、中学校 31校
２　特色ある教育課程を編成し、教育の質を高める
　・  学習指導要領の確実な実施に向けた、趣旨および

内容の理解促進
　・  社会に開かれた教育課程の実現に向けて土曜授業

を実施
　　5年度　小・中学校年間 8回以上
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　教員全体の ICT 活用能力を高め、効果的な学習指
導を推進し、児童・生徒の情報活用能力の向上を図る
教育活動に取り組んでいる。
　5 年度は、ICT 支援員による専門的な授業支援の実
施、各校の ICT 活用推進リーダーへの研修を行ったほ
か、教員用タブレットから研修動画・マニュアルを閲覧
できるサイトを充実させた。また、教員の校務負担を軽
減し、授業準備時間の拡充を図るため、デジタル採点
システムを中学校へ一斉導入したほか、欠席連絡や学
校からの連絡を行うための保護者向け情報伝達サービ
スを導入した。

　教職員および区民を対象に、教科書の法定展示会を
毎年６月から７月にかけて14 日間開催し、さらに採択
替えの前年度には、法定展示と連続する前後 10日間の
特別展示会を開催している。５年度は６月16日から７月
９日の 24日間、学校教育支援センター内の教科書セン
ターにおいて特別展示会および法定展示会を開催し、
延べ55人の来場があった。併せて、区独自の取組として、
貫井図書館（６月17日、18日、24日、25日の４日間）・
大泉図書館（６月 28 日～７月２日の５日間）・関町図書
館（７月５～９日の５日間）において、採択対象となる
小学校の教科書展示を行い、延べ125人の来場があっ
た。
　なお、教科書センターでは、現在使用している教科書
に加え、これまで使用した教科書を常設展示している。

区勢概要Ｒ６.indd   94区勢概要Ｒ６.indd   94 2024/08/05   9:382024/08/05   9:38


